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山口県北部の地震活動のメカニズム解推定

・P波初動と振幅値を用いてMj1.4以上の地震のメカニズム解を推定（解析手法：Imanishi et al., JGR, 2011）

・3/9から6/2の間に発生した62イベントを決定

・狭い領域で多様なメカニズム解の地震が起きている。空間分布の特徴は不明瞭。

図１ 推定されたメカニズム解の空間分布（下半球投影）．
逆断層成分，横ずれ成分，正断層成分のそれぞれの強さ
の比率に応じて色分け．Frohlich (1992)の三角ダイア
グラムを右上に示す．灰色の丸は気象庁一元化震源．

図2 P軸方位（青線）とT軸方位（赤線）．plunge角が
30°以下のもののみ表示．

産業技術総合研究所 資料6



図3 推定されたメカニズム解
（下半球投影）．1行目に発震時
刻（年/月/日 時:分:秒）、2行目
にモーメントマグニチュード
（Mw）とVariance reduction
（VR）、3行目に深さを示す．
ビーチボールの色は図1と同じ．
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